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出前トーク「市長と語る」とは
　出前トークは、暮らしの中で感じている問題や地域の課題など市民の
皆さんの「生の声」を直接市長が聞く場、そして、市長が市政運営の状況
などを説明し、市民の皆さんと共通認識を深める場でもあります。
　会場での皆さんからの声は、地域と市政発展のための貴重な意見とし
て、今後の「まちづくり」の参考にしていきます。

〜
あ
な
た
の

声
を
直
接
市
長
へ
〜

毎年、市内全35地区で開催している
「出前トーク『市長と語る』」。
今年も4月から10月まで、
7カ月にわたって開催します。
行政と市民が恊働で
よりよい「春日」をつくっていくため、
ぜひ、あなたの声を聞かせてください。
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行財政・計画 議会・選挙
これからの春日（総合計画の概要） 市議会のしくみ（議会棟において）
春日市の行政改革 選挙制度のあらまし
市民意識調査から見えること 教育・学校
地方自治のしくみ 学校施設整備計画とは？
春日の家計を知ろう！ 知ってる ? ハート館かすが
｢ 協働 ｣ による市政運営（出前トーク・かすが市民懇話会） ハロー ! イングリッシュ！！（学校での英語教育）
安心な暮らし 「総合的な学習」ってな〜に ?
春日市の水事情 地域の知恵袋（ゲストティーチャー制度）
悪徳商法の被害にあわないために 確かな学力のために…
自ら守る！！高齢者の消費者トラブル回避術 地域運営学校（コミュニティスクール）とは ?
高齢者を消費者トラブルから守るには ? 春日市における学校教育の現状とその方向
防犯講座 市民活動・人権・男女共同参画
戸籍のしくみ やさしい広報紙づくり
身近な税のおはなし よくわかる情報公開講座
防災について 国際化を共に考えてみませんか ?
国民保護について 共に考えるこれからのコミュニティ
環境・緑 市民公益活動のススメ
春日市の環境 男女共同参画とまちづくり
学ぼう、正しいごみの出し方 男女共同参画寸劇と講話
古紙分別で燃えるごみの削減を 身近な同和問題
3R（リデュース・リユース・リサイクル）でごみの削減を 暮らしの中の人権
ゴミ処理場（南部工場・リサイクルプラザ）を見学しよう 生涯学習
地球温暖化の話 元気ハツラツ子ども会活動
健康・福祉 春日市の文化財
障害者への福祉サービスについて 春日市の遺跡と出土品
高齢者支援について 奴国の王都を掘る
介護保険制度について 市内の前方後円墳
生活習慣病の予防（メタボリックシンドロームについて） ★ 水城跡とウトグチ瓦窯跡
乳幼児期の健康 ★ 春日市の民俗と祭り
高齢者の介護予防について ★ 軽スポーツ出前講座
街の整備 子どもの本の楽しみ方
地区街づくり活動の推進 図書館のしくみ（本の選書から提供まで）
春日市の都市計画 本の探し方
都市計画道路の役割
連続立体交差及びそれに伴うまちづくりについて
下水道あなたとまちをむすぶみち

　市民の皆さんの希望に応じて、市職員が市政の説明
や専門的な話、情報などをお届けする「あすか市民塾」。
　仲間と一緒に、身近な行政について、学んでみません
か。受講は無料です。
対象　市内に居住または勤務している人で構成する10人以上のグ

ループ
日時　土・日曜日、祝日を問わず
　　　午前10時〜午後9時（1回90分以内）
場所　市内どこでも（会場手配や準備は、主催者で行ってください）
申込方法　希望日の 1 週間前（表中の★の講座は 1カ月前）までに、

出前講座申込書を提出する（電話・ファックスも可）
※　業務の都合などで、希望の日時に派遣できない場合もあります。

■出前講座一覧

申込・問い合わせ先  地域づくり課
☎（584）1111　5（584）1153



●●●●●

こどもの日無料開放
　こどもの日に、温水プールを無料開放します。家族や友だちと一緒
に、温水プールを体験してみませんか。
対象　3歳～中学生
日時　5月5日㈪　午前9時～午後9時30分（一人2時間以内）
※　2時間を超える場合は超過料金が必要です。
場所　市民スポーツセンター温水プール（大谷6‒28）
※　「小学2年生以下は、子ども一人につき保護者一人の同伴入水が必
要（保護者は有料）」「水泳帽子の着用」などのきまりがあります。詳し
くは問い合わせてください。
問い合わせ先　スポーツ課　1（915）3500　5（585）1634

温水プール

地球と家計にやさしく

生ごみを減量しよう
○ダンボールコンポスト講習会
　ダンボールを使って、生ごみを簡単にたい肥にしてみ
ませんか。
　受講は無料で、受講者にはコンポストのセット（1世帯
1個）を差し上げます。
期日　5月～12月の毎月第2木曜日
時間　午前10時30分～正午
※　各実施日の午前11時から、過去の受講者を対象に、
ダンボールコンポストに関する相談会（予約不要）を行
います。コンポストの中身を一握り程度袋に入れて
持って来てください。
場所　市役所407会議室（7月と12月は207会議室）
定員　各20人（申込先着順）
申込方法　電話かファックスで住所、氏名、電話番号を伝

える
○生ごみ処理機購入費の補助
対象　春日市に住民登録があり、家庭用生ごみ処理機（容

器）を市内で使用する人（1世帯1個（密閉型は2個）ま
で）

補助額・定員（申込先着順）
▷電動生ごみ処理機
購入額の1/2（上限2万円）・75世帯

▷生ごみたい肥化容器（設置型・密閉型）
　購入額の1/2（上限3,000円)・20世帯

申請期限　購入後、1年以内
申請方法　申請書、領収書の原本（購入者氏名、処

理機の名称、購入日が記載されたもの）、保証
書の原本（生ごみ処理機のみ、処理機に付属す
るもの）、印鑑、購入者名義の通帳（ゆうちょ銀
行は不可）を直接窓口に提出する

※　申請書は市ごみ減量推進課にあります。
申込・申請・問い合わせ先　ごみ減量推進課
　　1（584）1111　5（584）1147
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出店しませんか

春のガレージセール
　春日市生活環境組合連合会主催の、春のガレージセー
ルに参加して、家庭に眠る不用品を必要な人に譲ること
で、ごみを減らしませんか。
　なお、食品や手作りのもの、仕入れたもの、生き物、そ
の場で動作確認ができない家電製品などは出品できま
せん。
対象　市内に居住する20歳以上の人またはグループ
※　グループ内に対象要件を満たす人が1人以上いれ
ば参加できます。

　　ただし、業者は参加できません。
日時　6月8日㈰　午前10時～午後3時
場所　市役所市民駐車場（原町3‒1‒5）

参加費　1,000円
定員　135組
※　申込多数の場合は、初出店の
人を優先して抽選します。
申込方法　4月30日㈬（必着）までに、ハガキかファック

スに「ガレージセール出店希望」、郵便番号、住所（マ
ンション名も）、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号（平
日の午前9時～午後5時に連絡が取れるもの）を書
いて送る

申込・問い合わせ先　同連合会事務局（〒816‒8501春
日市役所ごみ減量推進課内）

　　1（584）1111　5（584）1147

●●●●●

本人確認が義務化
　近年、住民票や戸籍謄本などの交付請求の際に、
本人なりすましや偽りなどが発生しています。その
ため、「戸籍法」と「住民基本台帳法」が改正され、5月
1日から施行されます。
　施行後は、住民票や戸籍謄本などの請求の際に、
代理人はもちろん、本人が来庁した場合でも、身分
証明書による本人確認が義務付けられます。
　来庁する際は、身分証明書を持ってきてくださ
い。
身分証明書になるもの　▷住民基本台帳カード▷

運転免許証▷パスポート▷身体障害者手帳な
ど顔写真付きで官公署が発行したもの（いずれ
も有効期限内のもの）

※　いずれも持っていない人は、健康保険証や年金
手帳、学生証、社員証、キャッシュカ̶ドなど、氏
名が記載されているものを2種類以上持ってきて
ください。
　なお、代理人の場合は、必ず委任状が必要です。
詳しくは問い合わせてください。
問い合わせ先　市民課
　　1（584）1111　5（584）1141

住民票や戸籍謄本などの交付請求 ●●●●●

市民委員を募集
　市は、障害者福祉サービスの基盤整備や支援
体制の強化のため、障害者自立支援法に基づく
｢第２期障害福祉計画｣を策定します。
　この計画の内容などを検討する「障害福祉計
画検討協議会」の市民委員を募集します。
　なお、同協議会は、市民と学識経験者、医療・
福祉関係団体の推薦者で構成します。
対象　市内に居住する20歳以上（平成20年4月

1日現在）の人
※　市の付属機関の委員になっている人は除き
ます。
募集人員　2人（書類選考により決定）
任期　5月～平成21年3月（11カ月）
※　月1回程度、会議を行います。
応募方法　4月30日㈬（必着）までに、作文（テー

マ「私が考える障害者福祉の現状と課題」・
800字程度）、住所、氏名、電話番号、性別、生
年月日、職歴・経歴、活動経験、応募動機を書
いて提出する（郵送可）

応募・問い合わせ先　福祉支援課障害担当
（〒816‒8501春日市役所）

　　1（584）1111　5（584）3090

障害福祉計画検討協議会委員

※　申込多数の場合は、初出店の
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ファミサポかすが
　「子育ての手伝いをしたい人」が「子育ての手助
けがほしい人」を支援する、相互援助活動組織
「ファミリー・サポート・センターかすが（ファミサ
ポかすが）」は、子どもが健やかに育ち、子育て中の
人たちが安心して暮らせる環境づくりのために活
動しています。
　講習会などを受講することで会員になることが
できます（資格などは不要）。
会員の種類　▷まかせて会員（手助けをしたい人）

▷おねがい会員（手助けがほしい人）▷どっちも
会員（手助けしたり、してもらったりしたい人）

○「まかせて・どっちも会員」講習会
　同会員になるための講習会です。受講は無料
で、託児（無料・先着20人）もあります。
日程　5月19日㈪・20日㈫・21日㈬・23日㈮・26

日㈪・28日㈬（計6回）
時間　午前10時～正午（21日は午前9時30分～

午後0時30分）
場所　すくすくプラザわんぱくルーム（須玖南2

‒120）
申込方法　5月9日㈮までに、電話かファックス

で住所、氏名、電話番号、託児の有無を伝える
※　詳しくは、市役所やふれあい文化センター、い
きいきプラザ、すくすくプラザにあるチラシを
見てください。
申込・問い合わせ先　ファミサポかすが事務局
　　1（584）7700　5（584）7739
　　 famisapo@city.kasuga.fukuoka.jp

地域で子育て ●●●●●

光化学スモッグに注意
4月～9月に多く発生します

　昨年5月、市内で初めて「光化学スモッグ注意報」
が発令されました。
　光化学スモッグとは、工場の煙や自動車の排出
ガスなどに含まれる窒素酸化物や炭化水素など
が、太陽の紫外線によって化学反応を起こすこと
で生成される有害な物質「光化学オキシダント」に
よるスモッグです。ある濃度以上になると、目がチ
カチカしたり、喉

のど

が痛くなったり、植物に悪い影響
が出たりすることがあります。
　4月から9月にかけて、日差しが強く、気温が高
く、風の弱い日に発生しやすく、特に、遠くの山や建
物がいつもより見えにくいなど、もやのかかったよ
うな視界の悪い日には、十分注意が必要です。
　テレビやラジオ、春日市総合情報メール、福岡県
防災メールなどからの情報に注意してください。
春日市総合情報メール登録先（空メールを送る）

ke-as-anzen@ansinkasuga.jp
注意報が発令されたら
▷なるべく外出を避け、野外での激しい運動を控え
てください。　　

▷必要・緊急性のない自動車の使用は控えてくださ
い。

▷ばい煙を出している工場などは、ばい煙量の削減
に協力してください。

▷目や喉に刺激を感じた人は、洗顔やうがいを行い、
症状に応じて医療機関の診断を受けてください。
問い合わせ先　環境課生活環境担当
　　1（584）1111　5（584）1147
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　須玖小学校の4年生が校区内の和菓子店「菓子処『うさぎや』」

の協力のもと、オリジナルのお菓子をつくりました。

　きっかけは、児童が3年生のときの総合学習「すぐっこ地域自慢」

の中で、地域のさまざまな人とふれあったこと。お菓子づくりにつ

いて学んだり、企画書を作ったりしながら、4年生になって本格的

にお菓子づくりが始まりました。

　完成させたお菓子は「和
な ご み

味饅頭『弥生の輪』」と「愛情マドレーヌ

『ふれあいの丘』」の2種類。どちらも中身や形、名前など、児童が

何回も話し合い、また、時には奴国の歴史を調べるために、奴国の

丘歴史資料館を訪れるなどして生まれた力作です。

　このお菓子づくりを通して、ものづくりの難しさや仲間との協力

など、多くのことを学ぶことができたそうです。

　2種類のお菓子は、地域の皆さんに味わってもらおうと、「うさ

ぎや」で販売されています。

オ 須玖小学校4年生

リジナルお菓子を作成

　3月18日 、プ ロ 野 球「 四 国・九 州アイランドリーグ」に 参 戦する 

「福岡レッドワーブラーズ（福岡市）」の代表と選手が、市役所を訪れ、

市長に春日公園での公式戦を開催する旨を報告しました。

　このリーグは、野球界の底辺拡大と選手育成、地域貢献などを目的

とした、セ・パ両リーグに属さないプロ野球独立リーグです。4年目を

迎える今季から、同球団も参戦することになりました。年間80試合、そ

のうち40試合を県内中心に行います。

　今後、同球団は、少年野球教室や学校などでの講演など、青少年育

成のための活動を中心に、地域に密着した活動を行っていくそうです。

　球団への問い合わせは、☎（892）3355まで。

福 春日公園で公式戦を開催

岡レッドワーブラーズ

　陸上自衛隊福岡駐屯地曹友会（会員

数1,050人）が、3月19日、平成19年度

各種チャリティー行事の収益金を春日

市社会福祉協議会に寄付しました。

　この寄付は、平成14年3月から同会

が毎年行っているもので、今回で7回目

となります。

　井上市長に見守られる中、同会会長

の田中大助さんは、社会福祉協議会会

長の金
かなどう

堂正
まさよし

芳さんに、「春日市が住みよ

いまちになるよう、住民の福祉全般に活

用してください」と寄付金を手渡しまし

た。

　春日市社会福祉協議会は、この寄付

金を地域福祉活動や車いすの貸し出し、

移送サービスなどに使うそうです。

収福岡駐屯地曹友会

益金を寄付
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N
P
O
法
人
春
日
イ
ー
グ
ル
ス 

各
種
教
室
会
員
募
集

○
ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス

対
象　

小
学
生

練
習
日　

毎
週
木
曜
日

練
習
場
所　

白
水
小
学
校

会
費　

月
額
３
，０
０
０
円

○
走
り
方
教
室

対
象　

小
学
生

練
習
日
時　

毎
週
水
曜
日

練
習
場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

会
費　

月
額
２
，５
０
０
円

○
少
年
・
少
女
サ
ッ
カ
ー
教
室

対
象　

小
学
１
年
生
〜
４
年
生

練
習
日（
週
１
回
）・
場
所

▽
火
曜
日　

春
日
南
小
学
校
・
日
の

出
小
学
校
・
白
水
小
学
校
・
春
日

原
小
学
校

▽
水
曜
日　

春
日
野
小
学
校
・
春
日

東
小
学
校
・
天
神
山
小
学
校

春日市役所
1（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

▽
木
曜
日　

須
玖
小
学
校
・
大
谷
小

学
校

▽
金
曜
日　

春
日
北
小
学
校
・
春
日

西
小
学
校
・
春
日
小
学
校

会
費　

月
額
３
，５
０
０
円

※　

い
ず
れ
の
教
室
も
、別
途
入
会
金

と
保
険
料
が
必
要
で
す
。

練
習
時
間　

午
後
５
時
〜
６
時（
ジ
ュ

ニ
ア
ダ
ン
ス
は
6
時
30
分
ま
で
）

申
込
方
法　

電
話
か
E
メ
ー
ル
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

N
P
O
法
人

春
日
イ
ー
グ
ル
ス

1（
５
９
５
）５
１
９
７（
5
兼
用
）

eagles@
ac.csf.ne.jp

剣
道
を
始
め
ま
せ
ん
か 

春
日
光
龍
会

　

剣
道
を
通
し
て
礼
儀
や
根
性
を
養
っ

て
、子
ど
も
の
心
と
体
を
鍛
え
ま
せ
ん

か
。

　

無
料
体
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　

5
歳
〜
中
学
生

稽
古
日
時　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

午
後
7
時
〜
9
時（
小
学
3
年

生
ま
で
は
午
後
8
時
ま
で
）

稽
古
場
所　

春
日
北
小
学
校
体
育
館

（
岡
本
1
ー
35
）

会
費　

月
額
2
，５
０
０
円

※　

別
途
、入
会
金
2
，0
0
0
円
と
ス

ポ
ー
ツ
保
険
料
5
0
0
円（
年
額
）が

か
か
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

山や
ま
だ田

1（
5
7
1
）4
0
9
5（
5
兼
用
）

レ
ディ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

初
心
者
教
室

　

市
内
に
住
む
女
性（
学
生
を
除
く
）を

対
象
と
し
た
初
心
者
教
室
で
す
。

日
程　

５
月
７
日
㈬
〜
30
日
㈮
の
毎
週

水
・
金
曜
日（
計
８
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場（
大
谷
６
ー
28
）

受
講
料　

２
，０
０
０
円（
別
途
ス
ポ
ー

ツ
安
全
保
険
料
１
，５
０
０
円

が
必
要
）

定
員　

20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
18
日
㈮
〜
28
日
㈪

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、生
年
月
日
、電
話
番

号
、ラ
ケ
ッ
ト
の
有
無
を
伝
え

る

※　

当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
、上

靴
と
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

井い
の
も
と元　

1（
５
０
２
）４
０
４
４（
5
兼
用
）

第
25
回
協
会
長
杯 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

対
象　

市
内
に
居
住
・
通
勤
・
通
学
し
て

い
る
中
学
生
以
上
の
人
、ま
た

は
近
隣
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

会
員

日
時　

５
月
25
日
㈰　

午
前
９
時
15
分

〜
午
後
５
時（
予
定
）

（
受
付　

午
前
９
時
〜
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育

館
２
階
競
技
場（
大
谷
６
ー
28
）

種
目（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
級
）　

▽
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス

▽
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス

※　

参
加
者
数
に
よ
り
、種
目
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
料　

一
人
一
種
目
１
，０
０
０
円

（
中
学
・
高
校
生
は
８
０
０
円
）

申
込
方
法　

５
月
８
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢

（
学
年
）、性
別
、電
話
番
号
、出

場
種
目（
ラ
ン
ク
）を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

井い
の
も
と元

章あ
き
こ子

（
〒
816
ー
０
８
６
１
岡
本
５
ー

58
）

1（
５
０
２
）４
０
４
４（
5
兼
用
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
会
員
募
集 

ウ
イ
ン
ディ
ー
ク
ラ
ブ

　

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、汗
を
流
し

ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の

人

練
習
日
時　

毎
週
火
・
金
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時

練
習
場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
大
谷
６
ー
28
）

会
費　

月
額
１
，０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

▽
長な

が
の野

　

1（
５
７
１
）５
６
１
５（
5
兼
用
）

▽
宮み

や
も
と本

　

1（
５
８
２
）６
２
８
６（
5
兼
用
）

▶
下
山
萌
衣

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］ヒ
ギ
ィ
ー

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］す
ず

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］な
め
こ



春
日
市
弓
友
会 

初
心
者
弓
道
教
室

対
象　

市
内
に
居
住
・
通
勤
・
通
学
す
る

18
歳
以
上
の
人

練
習
日　

５
月
10
日
㈯
〜
６
月
11
日
㈬

の
毎
週
水
・
土
曜
日

時
間　

▽
水
曜
日　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

▽
土
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
弓
道

場（
大
谷
６
ー
28
）

参
加
費　

３
，０
０
０
円（
保
険
料
な

ど
）

※　

弓
道
用
具
は
無
料
で
貸
し
出
し
ま

す
。

定
員　

15
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

４
月
30
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、年
齢
、性
別
、電
話
番

号
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

西に
し
む
ら村

久ひ
さ
こ子（

〒
816
ー
０
８
２
４
小
倉

２
ー
78
）

1（
５
７
１
）１
８
７
５

高
齢
者
の
た
め
の 

に
こ
に
こ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

転
倒
・
骨
折
予
防
の
た
め
の
運
動
実

技
の
教
室
で
す
。

　

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
の
指
導
な
の

で
、運
動
が
初
め
て
の
人
や
、虚
弱
傾
向

に
あ
る
人
も
無
理
な
く
参
加
で
き
ま

す
。仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く
運
動
し
ま

せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の

人

日
程　

５
月
１
日
〜
７
月
17
日
の
毎
週

木
曜
日（
計
12
回
）

※　

１
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

▽
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
▽
リ
ズ

ム
体
操
▽
踏
み
台
を
使
っ
た
運

動
▽
い
き
い
き
ル
ー
ム
内
で
の

運
動
機
器
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

参
加
費　

１
回
２
５
０
円

申
込
方
法　

当
日
ま
で
に
、電
話
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）1
1
3
4

5（
5
0
1
）0
0
5
1

元
気
な
高
齢
者
の
た
め
の 

介
護
予
防
運
動
ス
タ
ジ
オ

　

元
気
な
高
齢
者
の
介
護
予
防
の
た
め

の
運
動
教
室
で
す
。

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
、筋
力
は
鍛
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。一
緒
に
い
ろ
い

ろ
な
運
動
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
内
容

▽
５
月
12
日
㈪　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基

本
方
法
、ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

▽
５
月
19
日
㈪　

ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
▽
５
月
26
日
㈪　

気
功
体
操
な
ど

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　

１
回
２
５
０
円

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
会
員
募
集 

や
よ
い
エ
ア
ロ
サ
ー
ク
ル

　

現
在
、30
代
か
ら
60
代
の
会
員
が
、楽

し
く
体
力
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

年
齢
や
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。ぜ
ひ

一
度
、見
学
・
体
験
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
水
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
10
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

会
費（
月
額
）

▽
月
4
回　

2
，0
0
0
円

▽
月
8
回　

３
，０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

松ま
つ
も
と本

1
０
８
０（
３
９
５
５
）０
１
９
８

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集 

シ
ニ
ア
健
康
体
操

　

一
緒
に
体
を
動
か
し
て
、適
度
な
運

動
を
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

60
歳
以
上
の
人

日
時　

毎
週
火
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

会
費　

月
額
２
，０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

山や
ま
ぐ
ち口

1（
５
８
５
）９
１
７
０

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］小
桜

▶
古
賀
良
子

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］ド
ー
ナ
ツ

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］ゼ
ブ
ラ

あなたのイラスト募集中
ハガキに縦書き、白黒で濃い
目にはっきりと描いて、表に
住所、氏名、電話番号を書いて
送ってください（ペンネームも
可）。
※著作権の都合上、作品はオリ
　ジナルのものに限ります。
あて先　〒816-8501春日市
役所市報かすが「イラストコー
ナー」係
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無
償
の
善
意 

献
血
に
ご
協
力
を

　

治
療
に
必
要
な
血
液
は
、す
べ
て
献

血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、４
０
０
ml
献
血
の
み
受
け

付
け
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
つ
く
し
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
開
催

日
時　

４
月
21
日
㈪

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

西
友
ザ
・
モ
ー
ル
春
日（
春
日

５
ー
17
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー

　

1（
９
２
１
）１
４
０
０

　

5（
９
２
１
）０
７
９
９

○
春
日
市
献
血
推
進
協
議
会
開
催

日
時　

４
月
30
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０

時
30
分
、１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

春
日
西
小
学
校
体
育
館（
下

白
水
南
４
ー
１
３
４
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会（
市
福

祉
計
画
課
内
）

　

1（
５
８
４
）１
１
１
１

　

5（
５
８
４
）３
０
９
０

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

育
成
講
座

　

市
が
推
進
す
る
、高
齢
者
の
介
護
予

防
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
く
れ
る

人
を
育
成
す
る
た
め
の
講
座
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
人

日
程　

５
月
14
日
㈬
・
28
日
㈬
、６
月
４

日
㈬
・
11
日
㈬（
計
４
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午（
6
月
11
日

は
午
後
1
時
ま
で
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

講
義
と
実
技

▽
身
体
機
能
を
高
め
る
た
め
の
運
動

▽
栄
養
改
善
の
方
法

▽
口
の
中
の
機
能
改
善
の
方
法

▽
簡
単
料
理
の
方
法（
調
理
実
習
）な
ど

参
加
費　

５
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
15
日
㈫
〜
５
月
９
日

㈮
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の 

無
料
法
律
相
談
会

　

成
年
後
見
制
度
や
相
続
、財
産
管
理
、

遺
言
、死
後
事
務
処
理
な
ど
の
相
談
に
、

公
証
人
Ｏ
B
な
ど
が
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

４
月
25
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
２
研

修
室
、５
階
視
聴
覚
室（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢

者
・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト

1（
９
２
１
）２
１
３
０（
5
兼
用
）

参
加
者
募
集 

パ
パ
マ
マ
教
室

　

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、出
産
予

定
日
が
７
月
・
８
月
の
妊
婦
と

そ
の
夫

日
時　

５
月
10
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

▽
助
産
師
に
よ
る
話「
お
産
の

仕
組
み
と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」▽
育
児
実
技（
も
く
浴
実
習

な
ど
）

参
加
費　

１
組
４
０
０
円

定
員　

20
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
16
日
㈬
〜
30
日
㈬

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、生
年
月
日
、電
話
番

号
、出
産
予
定
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

親
子
で
外
遊
び 

お
い
で
！
れ
ん
げ
畑

　

満
開
の
れ
ん
げ
畑
で
親
子
一
緒
に
遊

び
ま
せ
ん
か
。申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　

４
月
16
日
㈬（
雨
天
時
は
18
日

㈮
に
延
期
）　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時
30

分

場
所　

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
南
部（
下
白

水
１
０
４
ー
５
）そ
ば

※　

現
地
集
合
で
す
。詳
し
い
場
所 

は
、事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

参
加
費　

一
組
２
０
０
円（
会
員
は

１
０
０
円
）

※　

お
弁
当
と
お
茶
、着
替
え
を
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

N
P
O
法
人
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

1（
５
７
２
）８
７
４
０（
5
兼
用
）

　

退
職
し
た
り
社
会
保
険
の
扶
養
か

ら
外
れ
た
り
し
た
人
は
、国
民
健
康

保
険
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

加
入
の
届
出
が
遅
れ
た
場
合
で

も
、加
入
資
格
が
発
生
し
た
月
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
国
民
健
康
保
険
税
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、市
外
へ
引
っ
越
し
た
り
、就

職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
り
、社
会
保
険
の
扶
養
に
入
っ
た

り
し
た
人
は
、国
民
健
康
保
険
の
喪

失
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

も
し
、社
会
保
険
な
ど
の
資
格
が

発
生
し
た
日
以
降
に
国
民
健
康
保
険

証
で
受
診
し
た
場
合
、医
療
費
を
返

還
し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
14
日
以
内
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

○
加
入　

▽
加
入
し
て
い
た
健
康
保

険
の
資
格
喪
失
証
明
書
▽
印

鑑
▽
同
じ
世
帯
の
中
に
春
日

市
国
保
加
入
者
が
い
る
場
合

は
、そ
の
国
保
保
険
証

○
喪
失　

▽
国
保
保
険
証
▽
新
し
く

加
入
し
た
健
康
保
険
証
▽
印

鑑

問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
１

加
入
・
喪
失
の
届
出



　国ごとに温室効果ガスの排出量の削減などを取り決めた「京都議
定書」の約束期間（2008年〜2012年）が始まりました。
　日本は今年からの5年間の温室効果ガス総排出量の平均を、1990
年比で6％削減することを約束しています。しかし、2006年は6.4％
増加しているため、合計12.4％削減する必要があります。
　約束を守り、地球温暖化防止のために私たちができること、それは
正しい知識を持ち、地球にやさしい生活「エコライフ」を心掛けるこ
とです。
　エコライフは、二酸化炭素（ＣＯ２）などの温室効果ガス排出を抑え
るだけではなく、家計の出費も抑えることができます。無理なく楽し
く持続できるエコライフを始めてみませんか。
　次回から、春日市の状況やエコライフのコツを紹介していきます。

子
育
て
地
域
推
進
事
業 

社
協 

春
っ
子
ひ
ろ
ば

　

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会
は「
子
育

て
」を
テ
ー
マ
に
し
た「
社
協 

春
っ
子

ひ
ろ
ば
」を
行
い
ま
す
。子
育
て
中
の
家

族
や
地
域
の
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　

参
加
は
無
料
で
託
児（
６
カ
月
以
上

の
未
就
学
児
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　

乳
幼
児
を
持
つ
親
や
子
育
て
支

援
に
関
心
の
あ
る
人

日
時　

５
月
17
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

場
所　

春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

内
容　

▽「『
子
育
て
』か
ら
は
じ
ま
る

地
域
づ
く
り
」（
子
育
て
関
係
団

体
の
活
動
紹
介
、実
践
報
告
、情

報
交
換
な
ど
）▽
手
作
り
お
も

ち
ゃ
講
座
▽
デ
ジ
カ
メ
撮
影
講

座
▽
実
験
！
体
験
！
大
発
見
！

〜
お
菓
子
の
添
加
物
を
調
べ
て

み
よ
う
〜
▽
絵
本
読
み
聞
か
せ

講
座

※　

こ
の
ほ
か
に
、「
親
子
ふ
れ
あ
い
遊 

び
」や「
布
お
も
ち
ゃ
展
示
」、「
お
も 

ち
ゃ
病
院
」、「
育
児
相
談
」な
ど
も
あ

り
ま
す（
申
込
不
要
）。

な
お
、昼
食
や
お
や
つ
な
ど
も
準

備
し
て
い
ま
す（
有
料
）。

申
込
方
法　

５
月
９
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
社
会

福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

1（
５
８
１
）７
２
２
５

5（
５
８
１
）７
２
５
８

快
適
！
環
境
生
活
の
ス
ス
メ
２ 

〜
私
も
地
球
も
い
き
い
き
〜

　

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
と

市
環
境
課
に
よ
る
環
境
講
座
で
す
。

　

環
境
に
関
心
を
持
ち
行
動
す
る
き
っ

か
け
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
の
た
め
に

受
講
し
ま
せ
ん
か
。

日
程（
計
６
回
）・
内
容

▽
５
月
12
日
㈪　

我
が
家
の
省
エ
ネ
大 

作
戦（
環
境
家
計
簿
）

▽
７
月
７
日
㈪　

ア
ク
リ
ル
た
わ
し
作
り

▽
９
月
１
日
㈪　

マ
イ
箸
作
り

▽
11
月
10
日
㈪　

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

▽
平
成
21
年
１
月
19
日
㈪　

ふ
ろ
し
き

包
み

▽
３
月
２
日
㈪　

プ
ラ
ン
タ
ー
の
土
再
生

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時（
エ
コ
ク
ッ

キ
ン
グ
の
日
は
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
）

定
員　

15
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円（
別
途
材
料
費
が

必
要
）

申
込
方
法　

４
月
28
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
を
記
載
し
て
送
る

※　

１
回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。 

申
込
時
に
希
望
講
座
名
を
記
載
し
て 

く
だ
さ
い
。た
だ
し
、全
日
程
を
通
し

て
の
参
加
者
を
優
先
し
ま
す
。

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
ま

ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー「
ぶ

ど
う
の
庭
」（
〒
816
ー
０
８
６
４

須
玖
北
５
ー
１
５
５
）

1（ 

５
８
９
）３
３
８
８

5（ 

５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp

申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す 

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
認
定
制
度

　

県
は
、品
質
や
安
全
性
な
ど
の
面
で

一
定
の
基
準
を
満
た
す
リ
サ
イ
ク
ル

製
品
に
つ
い
て
認
定
を
行
い
、そ
の
利

用
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す（
こ
れ
ま
で

１
７
１
製
品
を
認
定
）。

　

今
回
、第
５
回
認
定
の
申
請
受
付
を

開
始
し
ま
す
。認
定
を
希
望
す
る
事
業

者
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

４
月
16
日
㈬
〜
25
日
㈮

申
請
先　

㈶
福
岡
県
建
設
技
術
情
報
セ

ン
タ
ー(

篠
栗
町
田た
な
か中

３
１
５

ー
１)

※　

認
定
の
対
象
と
な
る
製
品
や
申
請

方
法
な
ど
、詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
循
環
型
社
会
推
進

課
リ
サ
イ
ク
ル
係

1（
６
４
３
）３
３
７
２

5（
６
４
３
）３
３
７
７

http://w
w

w
.pref.fukuoka.lg.jp

初
心
者
の
た
め
の 

広
報
紙
づ
く
り
講
座

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
自
治
会
、各
種
団
体
な
ど

の
広
報
担
当
初
心
者
が
対
象
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

５
月
10
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
　
（
受
付
９
時
30
分
〜
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室（
大
谷
６
ー
24
）

定
員　

50
人
程
度

申
込
方
法　

５
月
２
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、電
話

番
号
、所
属
団
体
名
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０

K A S U G A         C I T Y11



K A S U G A         C I T Y12

　春日まちづくり塾第４期生と春日市生活環境組合連合会
で、塾生卒業作品として「エコバッグ」を作りました。
　買い物の際、無駄なレジ袋を受け取らないこ
とで環境にとってやさしいエコバッグ。
　ぜひ購入してください。
金額　1枚300円
販売・問い合わせ先

春日まちづくり支援センター
「ぶどうの庭」（〒816ｰ0864須
玖北5ｰ155）
1（589）3388　5（589）3399

machicen@bb.csf.ne.jp

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室

　
「
手
び
ね
り
」の
や
き
も
の
作
り
で
、

古
代
の
陶
人
気
分
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

当
日
作
っ
た
作
品
は
、窯か

ま

で
焼
い
て
、

後
日
お
渡
し
し
ま
す
。

期
日　

5
月
10
日
㈯

時
間（
い
ず
れ
か
）

①
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

春
日
市
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場

（
白
水
ケ
丘
１
ー
４
）

参
加
費（
材
料
費
）　

粘
土
５
０
０
ｇ
当

た
り
２
０
０
円

定
員　

①
②
各
15
人（
申
込
多
数
の
場

合
抽
選
）

申
込
方
法　

4
月
15
日
㈫
〜
25
日
㈮

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま
た

は
直
接
窓
口
で
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、年
齢（
小
学
生
以
下
の

み
）、希
望
時
間（
①
か
②
）を
伝

え
る

※　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、保
護

者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

1（
５
０
１
）１
１
４
４

5（
５
７
３
）１
０
７
７

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

緑
化
講
習
会

日
時　

５
月
15
日
㈭

　
　
　

①
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

内
容　
「
庭
木
の
管
理（
女
性
に
も
出で

き来

る
剪せ

ん
て
い定

の
ポ
イ
ン
ト
）」講
義
・

実
習

参
加
費　

無
料

定
員　

①
②
各
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
15
日
㈫
以
降
に
、電

話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

1
０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

5
０
９
４
３（
７
２
）1
5
5
8

自
然
体
験
活
動

第
６
期
学
び
合
い
塾

　

専
門
家
と
の
自
然
体
験
活
動
を
通
し

て
、子
ど
も
の
豊
か
な
創
造
性
を
育
み

ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
生

日
程　

6
月
〜
平
成
21
年
1
月
の
う
ち

計
７
回

※　

６
月
1
日
㈰
に
、ぽ
れ
ぽ
れ
館（
春

日
1
ー
38
）で
説
明
会
を
行
い
ま
す（

参
加
必
須
）。

内
容　

▽
農
業
体
験
▽
自
然
林
体
験
▽

干
潟
調
査
・
体
験
▽
秘
密
基
地

作
り
な
ど

参
加
費　

１
万
３
，０
０
０
円（
バ
ス

代
・
活
動
費
を
含
む
）

定
員　

44
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

５
月
２
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま
た
は
直

接
窓
口
で
住
所
、氏
名
、学
校

名
、学
年
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※　

申
込
後
、受
付
確
認
の
連
絡
を
し

ま
す
。連
絡
が
な
い
場
合
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

N
P
O
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

1（
５
７
２
）８
７
４
０（
5
兼
用
）

﹁
新
現
役
の
会
﹂春
日
支
部

新
現
役
フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n
か
す
が

　

知
識
や
経
験
、人
脈
を
生
か
し
て
、地

域
に
貢
献
で
き
る
新
生
活
産
業
の
創
生

や
活
動
を
目
指
す
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

す
。申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　

４
月
19
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
１
号

室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

内
容　

▽「
新
現
役
の
会
と
は
」▽
活
動

事
例
発
表
▽
意
見
交
換
な
ど

参
加
費　

５
０
０
円

定
員　

１
０
０
人（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
支
部
事
務
局

1（
５
１
６
）０
１
４
９（
5
兼
用
）

　春日まちづくり支援セン
ター（運営 みらい・かすが）
は、2005年 の 設 立 以 来、｢市
民活動を市民が支える｣理念
のもとに、運営・活動をしてき
ました。皆さんの知恵や力を
生かす場として、ぜひ活用し
てください。
　なお、新年度会員も引き続
き募集しています。

エコバッグエコバッグ
完成！完成！



　８月10日に行う「第32回春日あんどん祭り」のステージ
出演者とボランティアを募集します。
○ステージ出演者

　市民参加の楽しい祭りにするため、特設ステージでの
イベント出演者を募集します。個人・団体などは問いませ
んが、市内に居住または勤務する人に限ります。
演技時間　１団体8分以内
申込方法　5月12日㈪（消印有効）までに、申込用紙を提

出する（郵送可）
※　申込用紙は、ホームページから印刷することもできます。

○ボランティア募集
　祭りの準備や当日の進行、会場整備などを行うボランテ
ィアを募集します。今年は日曜日のため、これまで以上の人
出が予想されます。市民祭りを一緒に盛り上げましょう。

申込・問い合わせ先　春日市民祭り振興会（〒816ｰ0825伯
玄町2ｰ24春日市商工会内）
1（581）1407　5（575）0702

http://www.andonmatsuri.com/volunteer.html

筑
紫
原
爆
被
害
者
の
会 

定
期
総
会
・
講
演
会

　

同
会
会
員
と
家
族
が
対
象
で
す
が
、

講
演
会
は
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

期
日　

４
月
27
日
㈰

内
容
・
時
間　

▽
総
会　

午
後
１
時
〜
３
時

▽
講
演
会「『
医
・
食
・
農
・
教
育
』を
通
じ

て
命
を
考
え
る
」午
後
３
時
〜
４
時

講
師　

竹た
け
く
ま熊

宜よ
し
た
か孝

さ
ん（
熊
本
県
公

立
菊
池
養
生
園
診
療
所
名

誉
園
長
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
ク
ロ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル（
原
町
３
ー
１
ー

７
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
会
事
務
局　

藤ふ
じ
の野

1（
９
２
４
）３
７
７
１（
5
兼
用
）

　
参
加
者
募
集 

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ウ
イ
ン
グ
２
０
０
８

　

県
は
、地
域
活
動
に
意
欲
を
持
っ
た

青
年
を
海
外
に
派
遣
し
、テ
ー
マ
別
研

修
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、ホ
ー
ム
ス

テ
イ
な
ど
の
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行

い
ま
す
。

対
象　

▽
リ
ー
ダ
ー　

30
歳
〜
39
歳

▽
メ
ン
バ
ー　

18
歳
〜
29
歳

日
程　

11
月
15
日
㈯
〜
22
日
㈯（
８
日

間
）

訪
問
国　

ド
イ
ツ
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

募
集
期
間  

４
月
14
日
㈪
〜
６
月
13
日

㈮

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
青
年
の
翼
実

行
委
員
会
事
務
局（
県
青
少
年

課
内
）

1（
６
４
３
）３
３
８
７

5（
６
４
３
）３
３
８
９

合
唱
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か 

ア
ヴ
ェ 

ベ
ル
ム 

コ
ル
プ
ス
合
唱
団

　

８
月
８
・
９
日
に
行
う
演
奏
会
に
出

演
で
き
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

指
揮
は
山や

ま
も
と本

郁い
く
お夫

さ
ん（
ヤ
ク
ー
ツ

ク
国
立
歌
劇
場
指
揮
者
）、副
指
揮
・
合

唱
指
導
は
今い

ま
が
ま釜 

亮り
ょ
うさ

ん（
筑
紫
女
学
園

大
学
非
常
勤
講
師
）で
す
。

練
習
日　

毎
週
土
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

※　

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
（
大

谷
６
ー
24
）

月
謝　

▽
大
人
２
，５
０
０
円
▽
小
学

生
以
下
２
，０
０
０
円

※　

別
途
、登
録
料（
１
，０
０
０
円
）が

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

音
楽
が
育

は
ぐ
く

む
街〈
福

岡
〉実
行
委
員
会　

1
０
８
０（
1
7
4
2
）9
6
3
8

5（
５
９
２
）４
５
９
１

身
近
な
問
題
を
自
主
的
に
学
習 

春
日
を
学
ぶ
会 

会
員
募
集

　

県
や
市
が
行
う
出
前
講
座
な
ど
で
、

行
政
施
策
や
地
域
福
祉
、地
域
環
境
な

ど
を
自
主
的
に
学
習
す
る
会
で
す
。現

在
35
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
問
題
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
月
第
１
金
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学
習

室
３（
大
谷
６
ー
24
）

会
費　

年
額
１
，０
０
０
円

定
員　

15
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
30
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

堺
さ
か
い 

剛こ
う

毅き
（
〒
816
ー
０
８
２
４
小
倉
３

ー
１
１
１
）

1（
５
７
５
）１
０
１
０

5（
５
７
５
）４
４
２
８

暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー 

暴
力
被
害
集
中
相
談

　

暴
力
団
な
ど
に
よ
る
暴
力
被
害
の
早

期
救
済
を
目
的
に
、面
接
や
電
話
に
よ

る
集
中
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　

４
月
26
日
㈯　

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

福
岡
市
暴
力
追
放
相
談
セ
ン

タ
ー（
福
岡
市
中
央
区
天
神

1
ー
８
ー
１
福
岡
市
役
所
２

階
）

相
談
電
話　

1（
７
１
１
）４
０
７
６

※　

筑
豊
・
北
九
州
・
筑
後
地
区
で
も
相

談
会
を
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

㈶
福
岡
県
暴
力
追
放

運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

1（
６
５
１
）８
９
３
８

5（
6
5
1
）8
9
8
8
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な
ど
の
緑
黄
色
野
菜
や
果
物
な
ど
、

身
近
な
食
品
に
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
野
菜
は
、
1
日
に
３
５
０
ｇ

以
上（
そ
の
う
ち
緑
黄
色
野
菜
は

１
２
０
ｇ
以
上
）取
る
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

妊
娠
中
の
食
事

○「
主
食
」を
中
心
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー

を
し
っ
か
り
と

　
　
「
主
食
」の
ご
は
ん
や
パ
ン
、麺

な
ど
の
炭
水
化
物
は
、体
を
動
か

す
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
り
ま
す
。

体
重
の
変
化
を
確
認
し
な
が
ら
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
調
整
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

○
不
足
し
が
ち
な
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ

ラ
ル
を「
副
菜
」で
た
っ
ぷ
り
と

　

野
菜
や
き
の
こ
、海
藻
な
ど
を

使
っ
た
料
理「
副
菜
」。
野
菜
は

ゆ
で
た
り
、
炒
め
た
り
す
る
と
、

か
さ
が
減
っ
て
た
く
さ
ん
食
べ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
き
の
こ
や
海

藻
類
は
低
カ
ロ
リ
ー
で
、食
物
繊

維
が
豊
富
で
す
。
意
識
し
て
、
毎

食
副
菜
を
食
べ
る
よ
う
に
し
ま

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
食
事

　

妊
娠
前
に
や
せ
す
ぎ
て
い
た
り
、肥

満
に
な
っ
て
い
た
り
し
て
い
ま
せ
ん

か
。
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
は
、
多
様

な
食
品
を
摂
取
し
、適
正
な
体
重
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、妊
娠
を
す
る
１
カ
月
以
上
前

か
ら
妊
娠
３
カ
月
ま
で
の
期
間
は
、神

経
管
閉
鎖
障
害（
脳
や
脊
髄
の
も
と
と

な
る
神
経
管
が
う
ま
く
形
成
さ
れ
な

い
こ
と
で
起
こ
る
障
害
）が
発
症
す
る

危
険
性
を
減
ら
す
た
め
、葉
酸
の
摂
取

が
重
要
で
す
。

　

水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
の
一
種
「
葉
酸
」

は
、
ホ
ウ
レ
ン
草
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

し
ょ
う
。

○
体
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る「
主

菜
」は
適
量
を

　
「
主
菜
」は
体
を
つ
く
る
た
ん

ぱ
く
質
の
源
で
す
。肉
、魚
、卵
、

大
豆
製
品
に
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
赤
身
の
肉
や
魚
介
類
に

は
、
貧
血
を
予
防
す
る
鉄
分
も

多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

　

魚
は
た
ん
ぱ
く
質
に
加
え
、ビ

タ
ミ
ン
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、必
須
脂

肪
酸
な
ど
体
に
必
要
な
栄
養
素

を
豊
富
に
含
ん
で
い
ま
す
。た
だ

し
、一
部
の
大
き
な
魚
は
食
物
連

鎖
に
よ
り
、水
銀
濃
度
が
高
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
偏
っ
た
魚
を
、

毎
日
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
は

避
け
、多
様
な
種
類
の
魚
介
類
を

食
事
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

○
牛
乳
・
乳
製
品
な
ど
の
食
品
を
組

み
合
わ
せ
て
、カ
ル
シ
ウ
ム
を
十

分
に

　

カ
ル
シ
ウ
ム
は
体
に
と
っ
て
、

大
切
な
ミ
ネ
ラ
ル
で
す
。
牛
乳
、

乳
製
品
は
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富

で
、効
率
よ
く
摂
取
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
干
し
し
い
た

け
な
ど
の
き
の
こ
類
や
鮭
、い
わ

し
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
と
同
時
に
取
る
と
、カ
ル

シ
ウ
ム
の
吸
収
率
を
高
め
ま
す
。

　

妊
娠
、
出
産
を
機
に
、
自
分
や
家

族
の
食
事
や
生
活
習
慣
を
見
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

たんぽぽメール
　すくすくプラザの「たんぽぽルーム」は、就学前の子ども
とその保護者の自由な遊び場です。1日20〜30組の親子
が楽しく遊んでいます。
　このルームでは、遊びに来てくれた人には名札の着用を
お願いしています。たくさんの友達ができるよう、必ず名
札をつけてくださいね。
○子育てカレンダーに幼稚園のお誘い行事を掲載
　子育て支援センターや保育所の行事など子育て情報
を掲載している「子育てカレンダー」に、4月から幼稚園
のお誘い行事も掲載します。
　各児童センターや市役所こども未来課、いきいきプラ

ザ、ふれあい文化センターに置いています。ぜひ活用し
てください。

ためしてみよう
　



悩み／高齢者／子ども／障害者／女性／人権　相談窓口
■悩みの相談
心配ごと相談  ☎（581）7225
毎週水曜日／10時〜15時／
春日市社会福祉センター 4階
不安・悩み電話相談
☎（741）4343 ／ 24時間受付
／福岡いのちの電話

■高齢者のための相談
シルバー 110番
☎（584）3344  5（584）3354
月曜日を除く毎日／受付9時
〜16時／高齢者総合相談セン
ター（クローバープラザ内）

高齢者のあらゆる相談

▽北地域包括支援センター
☎（589）6227  5（589）6228

▽南地域包括支援センター
☎（595）8188  5（595）6069
いずれも8時30分〜17時

■子どもに関する相談
子育て・子どもの悩み相談
☎（584）1015  5（584）7739
月〜土曜日／9時30分〜18時
／子育て支援センター家庭児
童相談室（すくすくプラザ内）

子どもの権利110番（電話相談）
☎（752）1331 ／毎週土曜日
／ 12時30分 〜15時30分 ／
天神弁護士センター

■障害者のための相談
聴覚障害者のためのファック
ス悩み相談　5（721）4343
月〜金曜日9時〜18時／土曜日 
9時〜13時／福岡いのちの電話

■女性のための相談
暴力・セクハラの相談 
☎（513）7335 ／月〜金曜日
／10時〜17時／ちくし女性
ホットライン

女性総合相談 ☎（584）1266
月曜日を除く毎日／受付9時
30分 〜16時（ 金 曜 日 は18時
〜20時30分も）／あすばる
相談室（クローバープラザ内）

性犯罪などの電話相談
☎（632）7830 ／月〜金曜日
／ 8時30分〜17時15分／福
岡県警ミズ・リリーフ・ライン

■人権相談
定例人権相談
☎（584）1111 5（584）1153
第1火曜日（5月は第2火曜日）
／10時〜15時／市役所2階市 
民相談室

人権相談
☎（922）2881  5（922）3342
月〜金曜日／ 8時30分〜17
時／福岡法務局筑紫支局

＜広告欄＞

市の人口   3/15現在

◎総人口  109,263人

女 　55,851人

男　 53,412人

◎世帯数  43,508世帯
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　春です。市内の桜もあちこち咲き始めま
した。広報担当になって6年。まち風景を見
ると、無意識に頭の中にカメラのレンズを通
してしまいます。どの角度が撮りやすいの
か、どの辺りがよりきれいで豪華に見える 
か。夏の花火も同じです。花火の写真は、
シャッターを開けっ放しにし、2つ3つの花火
を1枚の写真に写し込ませます。ついつい、
カメラを持っていないときでも、写真の出来
上がりを想像しながら、花火を見上げてしま
うのです。きっと職業病なのでしょう。
　そんな私も、4月1日付けで異動です。こ
れまで、取材や撮影にご協力くださった皆
さん、よりよい広報づくりのために一緒に汗
を流してくれた皆さん、ありがとうございまし
た。広報を通じてたくさんの「出逢い」を経
験したことは、人生の財産だと思います。
　異動先のふれあい文化センター周辺 
は、美しい桜が見られます。でも、当分は頭
の中のレンズがはずせそうにありません。川

分
ふんどうがた

銅形土
どせ い ひ ん

製品

　平成３年の発掘調査で須玖岡本遺跡坂本地区から出土した「分銅形

土製品」。はかりの重りの「分銅」に形が似ているため、その名前が付けら

れました。

　分銅形土製品は主に瀬戸内海沿岸の

弥生時代の遺跡から出土し、九州で出土

するのはたいへん珍しいものです。特に、

このような顔の表現があるものは、愛媛

県のあたりで多く見られます。

　また、写真のように、欠けた状態（点線

は欠けた部分）で出土することがほとんど

です。用途はよく分かっていませんが、お

祭りに使ったと考えられています。

（奴国の丘歴史資料館）
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　4〜5月が旬の「たけのこ」。ビタミンB1、B2やカリウ
ムなどのミネラルを含みます。また、食物繊維が豊富
で、便秘や大腸がんなどの予防や、コレステロールの
吸収の抑制にも効果的だと言われています。
　ずんぐりとした釣鐘形で、ずっしりと重く、皮につ
やがあり、切り口の白くてみずみずしいものを選びま
しょう。また、根元のイボイボが多いものや、
赤い斑点があるもの、穂先が黄色でなく緑色
になっているものは避けましょう。
　生のたけのこは、時間とともに味が落ち
ます。手に入ったらすぐにゆでましょう。
ゆで方
①　よく洗い、皮付きのまま穂先の部分を斜めに切

り落とす。切り口から皮の部分を縦半分に1本の切
れ目を入れる。

②　たっぷりの水に、ぬか2カップ（えぐみを取るた 
め）と赤唐辛子2〜3本を入れて強火にかけ、沸とう
したら落としぶたをして、弱火で１時間以上ゆでる。

③　根元に竹ぐしがすっと通るようになったら火を
止め、ゆで汁の中でそのまま冷ます。さめたらよく水
洗いし、切り目から皮を開くようにして皮をむく。

材料（4人分）
ゆでたけのこ

（短冊切り）

････････300g
鶏もも肉（1㎝角）

････････100g
唐辛子

（種を取って輪切り）

･･････････1本
サラダ油

･･････大さじ1
ごま油

･･････小さじ1
調味料（酒・砂糖・しょうゆ）･･････････各大さじ1
作り方
①　鍋にサラダ油を熱し、唐辛子と鶏肉を炒める。
②　鶏肉に火が通ったら、 たけのこを加えて炒め合

わせる。
③　調味料を加え、弱火で煮詰める。
④　汁がなくなったら、ごま油をまわし入れて完成。

（春日市食生活改善推進会）

にんじん畑

旬の野菜で健康レシピ
今月の料理

たけのこと鶏肉の炒り煮

※無駄の出ない調理法やレシピなど、あなたのエコクッキングのアイデアを市報で紹介してみませんか。ぜひお寄せください。




